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令和 2年度事業報告書及び附属明細書 

公益財団法人ふるさといわて定住財団 

 

 令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症の影響が全国に拡大してきたことから、4 月 7 日に

は 7都府県に、4月 16日には全都道府県に対し、緊急事態宣言が発令されました。また、年末年

始にかけては、再び感染が拡大し、1月 8日から 3月 21 日まで一部の都府県で再び緊急事態宣言

が発令されました。 

 これに伴い、企業の景況感は悪化し、2年度の県内の雇用情勢は、有効求人倍率が元年度の平均

（1.33 倍）を大きく下回る 1.13 倍でスタートし、8 月には 1.01 倍まで下がり、その後、若干の

改善は見られたものの、厳しい状況が続きました。 

 このことは、企業の採用活動にも大きく影響を及ぼし、採用内定の取消しについてのマスコミ

報道もあったところです。 

 当財団では、このような状況から、求職者側のニーズは例年より高まっており、積極的に事業

を展開していく必要があると考え、また、学生等の就職活動については、不要不急の往来には当

たらないとされていることなどから、感染症対策に万全を期した上で、計画した各種イベントの

ほか、県からの依頼による高校生未内定者等を対象とした就職面談会などを、理事会での意見を

踏まえながら、臨機応変に開催しました。 

 また、一部中止を余儀なくされたイベントにあっては、ガイドブックを増刷し、無料配布を行

うなどの対応を行いました。 

 資産の運用については、資金運用計画に基づき運用を行い、計画を上回る利息収入を確保しま

した。 

 アイーナからアピオへの会場変更、フェイスシールドの購入・配布など新型コロナ感染症対策

や広報の強化により、当初予定していなかった費用が発生したため、最終的には赤字決算となり

ました。 

 

１ 就職イベントの開催 

（1）いわて就職マッチングフェア 

今年度は、一部会場を変更のうえ、5回の開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感

染症の影響により、5月のフェアⅢを中止としたため、4回の開催となりました。 

開催に当たっては、感染症対策の観点から、国のガイドライン等を踏まえ、会場をいずれも 

滝沢市のアピオとし、参加者の事前予約（登録制）を導入したうえで、フェイスシールドの無

料配布や換気の徹底など万全の対策を講じたところです。 

また、イベントの効果を高めるため、12 月開催のフェアⅤでは、外国人材確保のための「グ

ローバルキャリアフェア」に加え、初めて「介護・保育・福祉の就職相談会」との併催としたほ

か、2月開催のフェアⅠでは、厚生労働省の事業であります「自分発見セミナー」を併催したと

ころです。 

さらに、新聞、ラジオ等での積極的な広報や県外からの参加者への交通費支援などを行った
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結果、学生等求職者の参加者は、前年度を大きく上回りました。 

一方、参加企業数は、感染症対策の観点から出展数を制限したこと等から、前年度より減少

しました。 

なお、開催を中止したフェアⅢにあっては、参加を予定していた企業の求人情報を掲載した

冊子を 1,500 部作成し、希望者に無料で配布しました。 

 

 名称 計   画 実  績 出展企業 参加者 

1 フェアⅢ 
2 年 5 月 1 日（金）～3日（日） 

アイーナ（盛岡市） 
（開催中止） 

－ 

（153 社） 

－ 

（185 名） 

2 フェアⅣ 
2 年 8月 11 日（火）・12日（水） 

アイーナ（盛岡市） 

2 年 8 月 8 日（土） 

アピオ（滝沢市） 

124 社 

（132 社） 

220 名 

（95 名） 

3 フェアⅤ 
2 年 12 月 13日（日） 

アイーナ（盛岡市） 

2年12月26日（土） 

アピオ（滝沢市） 

90 社 

（101 社） 

139 名 

（155 名） 

4 フェアⅠ 
3 年 2 月 20日（土） 

アピオ（滝沢市） 

3 年 2 月 20日（土） 

アピオ（滝沢市） 

115 社 

（153 社） 

241 名 

（227 名） 

5 フェアⅡ 
3 年 3 月 13日（土） 

アピオ（滝沢市） 

3 年 3 月 13日（土） 

アピオ（滝沢市） 

124 社 

（中止） 

305 名 

（中止） 

              計 
453 社 

（539 社） 

905 名 

（662 名） 

（注）出展企業、参加者数の下段は、前年同時期のイベントの数値である。 

【主な感染症対策】 

① フェアⅣ、フェアⅤの会場をアイ-ナからアピオに変更 

② 参加者数を把握するため事前予約（登録）制を導入 

③ 3 密を防ぐため、イベントを 2部制にし、企業等を入替え（フェアⅣ） 

④ 来場者の検温、手指・椅子等の消毒、定期的な換気の徹底 

⑤ 2 階観覧席を開放し、参加者の休憩場所等に活用 

⑥ 企業と求職者の入り口を分けるなど動線の分離 

⑦ すべての入場者にフェイスシールドを無料配布  など 

                  

（2）岩手県Ｕ・Ｉターンフェア 

今年度は、東京都内で 2 回の開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響

により、11 月のフェアは、県が主催するいわて移住 week の一環として、オンライン方式により

1週間開催し（企業の個別相談会は 1日）、2月のフェアは中止しました。 

 名称 計画 実績 出展企業 参加者 

1 フェアⅠ 
2 年 11 月 8日（日） 

東京交通会館 

2 年 11 月 8日（日）～14日(土) 

オンライン開催 

33 社 

（63 社） 

25 名 

（33 名） 

2 フェアⅡ 
3 年 2 月 11日（祝） 

御茶ノ水ソラシティ 
（開催中止） 

― 

（63 社） 

― 

(73 名) 

（注）出展企業、参加者数の下段は、前年同時期のイベントの数値である。 
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（3）イベントの魅力向上 

  コロナ禍にあって、感染防止の観点から、求職者向けの業界研究や身だしなみ等のセミナー

は中止し、参加企業や求職者が安心してイベントに参加できるよう、感染症対策に注力しまし

た。 

 

（4）就職活動交通費の支援 

  本県へのＵ・Ｉターンを促進するため、県外からのいわて就職マッチングフェア参加者に対

し、一人 1 回を限度に交通費の一部を支援する事業を試行的に行いました。フェアへの県外参

加者は延べ 195 名であり、うち、申請のあった 140 名に対し、1,015,000 円の交通費を支給し

ました。 

居住地 申請者数 支給単価 支給額 

東北地区（本県を除く。） 77 名 5,000 円 385,000 円 

東北以外の地区 63 名 10,000 円 630,000 円 

計 140 名  1,015,000 円 

※振込手数料 90,090 円（330 円×7人＋660円×133 人） 

 

２ 高校生未内定者及び一般求職者向け就職面談会（県の委託事業） 

   新型コロナウイルス感染症の影響により、高校生の就職活動期間が短縮され、生徒の希望・

適性に合った就職が実現しないおそれがあること、また、解雇や雇止めとなった労働者が増加

する懸念等があることから、高校生の未内定者や解雇となった労働者等の再就職を支援するた

め、県からの委託により就職面談会を実施しました。 

  当初の委託内容では、面談会を県内 3 地区で開催する予定でしたが、沿岸地区での求職者の

参加が見込めず、県と協議し、中止としたことから、2地区での開催となりました。 

  面談会では、新型コロナウイルス感染症対策に万全を期したうえで、高校生送迎用のバスの

手配や、ガイドブックを高校生用・一般用と分けるなど、創意工夫を凝らしたところですが、

参加者は 17名にとどまりました。 

  なお、面談会に先立ち、会場において、出展企業を対象としたハローワークによる採用力強

化のための企業研修会を行いました。 

 

会 場 計  画 出展企業 
参加者 

備考 
高校生 一般 計 

県南地区 
2 年 11 月 19日（木） 

プラザイン水沢 
44 社 4 名 7 名 11 名  

沿岸地区 
2 年 11 月 25日（水） 

釜石市民体育館 
－ － － － 開催中止 

県北地区 
2 年 12 月 2日（水） 

久慈グランドホテル 
23 社 2 名 4 名 6 名  

計 67 社 6 名 11 名 17 名  

【委託料：6,034,671 円】 
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３ 就職支援情報の収集及び提供 

（1）インタ－ネットによる情報発信 

ホームページでの企業情報の充実を図るため、各企業に対し、登録情報の見直しを働きかけ

たほか、関係機関・団体が行う県内のイベント情報を積極的に掲載するなど魅力の向上に努め

ました。また、再開したイベントについて周知活動を強化したことなどにより、アクセス数は

大幅に増加しました。 

【財団ホームページの利用状況】 

 令和 2年度 令和元年度 前年度対比 

登録企業数   991 社    937 社 105.8％ 

訪問件数（月平均）  18,030 件   14,241 件 126.6％ 

アクセス件数(月平均)  785,977 件   656,682 件 119.9％ 

 

（2）その他の情報発信 

  各種イベントの開催に当たっては、親世代の目線にも訴えるため、県内主要地方紙（3紙）へ

の広告を強化したほか、新たにラジオでの 5 分間の冠番組やスポット広告を行いました。さら

に、県内の大学や専門学校に加え、仙台圏の大学にも職員が直接訪問し、学生への周知などを

依頼しました。 

 

（3）財団 HPの改修 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、企業と求職者とのマッチングに制約が多くなる中、

WEB による情報提供が重要になってきています。このため、財団ホームページのシステム管理

会社と来年度の改修に向けて協議を進めました。 

 

４ 関係機関との連携 

（1）岩手県内企業紹介キャラバン 

学生及び教職員の県内企業への理解を深めることを目的に、県内企業が大学等を訪問し、学

生との交流を図る岩手県内企業紹介キャラバン（いわてで働こう推進協議会主催）は、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により対面型での開催が１回（岩手県立大学宮古短期大学部）、オン

ラインでの開催が１回（岩手県立大学）となりました。財団では、対面型での開催に当たり、

財団登録企業に対して出展案内を行いました。 

 

（2）「ふるさと発見！大交流会 in iwate」の後継事業 

学生の地元定着を図ることなどを目的に、昨年度まで岩手大学 COC 推進室等が主体となって

実施してきた「ふるさと発見！大交流会 in Iwate」は、今年度からいわてで働こう推進協議会

が主体となって実施する予定でしたが、新型コロナウイルス感染防止の観点から中止となりま

した。 
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（3）ジョブキッズいわて事業 

夏休み期間に開催を計画していたジョブキッズいわて事業は、事務局となるテレビ岩手から

新型コロナウイルス感染防止の観点から来年度に延期することとしたい旨協議があり、事情や

むを得ないと判断し、了承しました。このため、今年度は、来年度の事業実施に向けて、県教

育委員会との協議を行いました。 

 

（4）グローバルキャリアフェア 

県内大学の留学生等を対象としたグローバルキャリアフェア（公益財団法人岩手県国際交流

協会等主催）は、12月 26 日に開催したいわて就職マッチングフェアⅤとの併催としました。 

実施に当たっては、フェアの盛り上げを図るため、10 月 20 日にジェトロ仙台の協力を得て、

「外国人材活躍推進シンポジウム」を開催するなど周知を図りましたが、外国人材の参加は、

11 名と元年度の 42名に対して大幅に減少しました。 

 

(5）介護・保育・福祉の就職相談会 

介護・保育・福祉の就職相談会（岩手県社会福祉協議会主催）は、12 月 26 日に開催したいわ

て就職マッチングフェアⅤとの併催としました。相談会では、福祉関係事業所の出展が 29社と

元年度の 6社に比べ大幅に増加するとともに、岩手県立大学から 20 名、盛岡医療福祉スポーツ

専門学校から 21 名など福祉関係教育機関からの参加者も大幅に増加しました。 

 

５ 出稼ぎ就労者の援護 

（1）傷病等事故見舞金の給付 

互助会員が就労先で災害・疾病によって死亡又は休業したときなどに傷病等事故見舞金を給

付しており、給付実績は以下の通りとなりました。 

 

    ▽傷病等事故見舞金の給付状況(令和 2年 4月～令和 3年 3月) 

給付の種類 事故件数 給付金額 

死亡見舞金 1 500,000 円 

傷病見舞金 4 270,000 円 

重度障害見舞金 ―  

火災見舞金 ―  

治療証明書交付手数料 （4） 7,300 円 

遺族旅費 （1） 20,000 円 

計 5 797,300 円 

※（ ）内は、見舞金と重複していることから、事故件数の計に含めていない。 

 

（2）「出稼ぎの栞
しおり

」の発行 

互助会員に対する災害防止意識の向上と健康で安全な就労を目的として、病気や災害防止の

心得などを掲載した「出稼ぎの栞」を 11 月に発行しました。 
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（3）出稼ぎ関係情報の提供 

出稼ぎ関係の統計や市町村の関連施策などを掲載した「岩手県における出稼ぎの実態」を県

と共同で編集し、10月に発行しました。 

 

６ 法人の運営 

（1）職員体制 

就職支援コーディネーター１名を４月１日付で無期労働契約職員に転換し、正職員 1 名、無

期労働契約職員 2名、有期労働契約職員 1名となりました。 

 

（2）適切な資産運用  

令和 2 年度資金運用計画に基づき、運用年限の分散や高金利債券への買い替えなど財団にと

って有利な運用を行いました。 

現在の資産運用状況は、別紙のとおりです。 

 

（3）理事会運営 

【第 1回理事会】 

  日時：令和 2年 5月 22 日（金） 11 時 00分～12 時 00 分 

場所：ホテルエース盛岡 

議題：（決議事項） 

第１号議案 令和元年度事業報告及び決算の承認について 

    第２号議案 評議員の選任について 

第３号議案 理事の選任について 

第４号議案 監事の選任について 

第５号議案 定時評議員会の招集について 

   （報告事項） 

（1）新型コロナウイルスによる財団事業への影響と対応について 

（2）県出資等法人の中期経営計画書（令和元年度～令和 4年度）の修正 

について 

（3）令和 2年度県出資等法人の運営評価について 

 

  【第 2回理事会】 

  日時：令和 2年 10 月 29日(木) 13 時 30分～15 時 00 分 

場所：ホテルエース盛岡 

議題：（報告事項） 

１ 令和 2年度上半期職務執行状況について 

２ 令和 2年度岩手県出資等法人運営評価レポートについて 
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   （意見交換） 

テーマ「今後の就職イベント等について」 

※新型コロナウイルス感染症による下半期事業への影響について、事務局から報告

するとともに理事による意見交換を実施 

 

  【第 3回理事会】 

  日時：令和 3年 3月 19 日(金) 13 時 30 分～14 時 20 分 

場所：ホテルエース盛岡 

議題：（報告事項） 

 令和 2年度職務執行状況について 

  （決議事項） 

第１号議案 令和 3年度事業計画について 

   第２号議案 令和 3年度収支予算について 

 

（4）評議員会運営 

  【定時評議員会】 

   日時：令和 2年 6月 10日(水) 13 時 30分～14 時 32 分 

   場所：ホテルエ－ス盛岡 

   議題：（報告事項） 

      令和元年度事業報告について 

（決議事項） 

第１号議案 令和元年度決算の承認について 

      第２号議案 評議員の選任について 

      第３号議案 理事の選任について 

      第４号議案 監事の選任について 

 


